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• 中村武羅夫「本格小説と心境小説と」『新小説』1924.1
他人のことの書けない作家、若しくは書こうとしない作
家、自分のことよりほかには書かない作家、若しくは書こ
うとしない作家の作品は、その度合いちがいこそあれ、
大抵は心境小説であると言って好い。

• 久米正雄「私小説と心境小説」文芸講座、1925.1
それはイヒ・ロマーンの訳でなくて、寧ろ、別な「自叙」小
説とも云うべきものである。一言にして言えば、作家が自
分を、最も直截にさらけ出した小説、と云う程の意味であ
る。

【既成文壇】



鈴木登美、2000イルメラ日地谷・キルシュネライト,1992

「ひとつの読みのモード」「どんなテクスト
も、このモードで読まれれば、私小説にな
りうる」

OGAWA
平凡社

OGAWA
岩波書店



震災後＝「大衆」の時代

• 円本ブーム
• 『キング』
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論争の時代

平野謙, 小田切秀雄, 山本健吉編

OGAWA
未来社，2006



論争の時代
• 「宣言一つ」をめぐる論
争

• 内容的価値論争
• 散文藝術論争
• 私小説論争
• 「小説の筋」論争
• 既成文壇の内部論争
• 新感覚派・既成文壇論
争

• 批評方法に関する論争
• 目的意識論争
• 藝術大衆化論争
• 形式主義文學論争

• 藝術的価値論争
• 新興藝術派・プロレタリア文學論争
• 政治と文學論争
• 社会主義リアリズム論争
• 行動主義文學論争
• 転向論争
• 日本浪漫派論争

・ シェストフ論争
・ 純粋小説論争
・ 思想と実生活論争
・ 中野重治・小林秀雄論争
・ 素材派・藝術派論争
・ 文學非力説論争
・ 国民文學論争



有島武郎「宣言一つ」『改造』1922.1

• 私は第四階級以外の階級に生まれ、育ち、教育を受け
た。だから私は第四階級に対しては無縁の衆生の一人で
ある。私は新興階級者になることが絶対に出来ないから、
ならして貰おうとは思わない。第四階級のために弁解し、
立論し、運動する、そんなばかげきった虚偽もできない。
今後私の生活がいかように変わろうとも、私は結局在来の
支配階級者の所産であるに相違ないことは、黒人種がいく
ら石鹸で洗い立てられても、黒人種たるを失わないのと同
様であるだろう。したがって私の仕事は第四階級者以外の
人々に訴える仕事として始終するほかはあるまい。



有島武郎「宣言一つ」『改造』1922.1

• 私は第四階級以外の階級に生まれ、育ち、教育を受け
た。だから私は第四階級に対しては無縁の衆生の一人で
ある。私は新興階級者になることが絶対に出来ないから、
ならして貰おうとは思わない。第四階級のために弁解し、
立論し、運動する、そんなばかげきった虚偽もできない。
今後私の生活がいかように変わろうとも、私は結局在来の
支配階級者の所産であるに相違ないことは、黒人種がいく
ら石鹸で洗い立てられても、黒人種たるを失わないのと同
様であるだろう。したがって私の仕事は第四階級者以外の
人々に訴える仕事として始終するほかはあるまい。

堺利彦
「有島武郎氏の絶望の宣言」

知識階級の一部が労働運動に加
わることは必然であり、また必要
である。……有島氏の『宣言』は、
つまり温良なる人道主義者が絶
望的逃避を試みた宣言に過ぎな

い。

広津和郎
「有島武郎氏の窮屈な考え方」

（笑いながら）前にも云った通り、
文学はブルジョアにもプロレタリ
アにも専属すべきものでないと云
うのが僕の意見なのです。……有
島氏のあの説は、ブルジョアとプ
ロレタリアと云う二つの言葉に、
余りに脅かされ過ぎてはいない

かと思うのです。



プロレタリア文学資料集・年表、新日本出版社、1988



プロレタリア文学

戦旗
1928.5-
1931.12

文芸戦線 1924.6-1934
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1953 監督：山村聡 2009 監督：SABU

2006
藤生ゴオ 原恵一郎

OGAWA
新潮文庫，1953

OGAWA
製作：現代ぷろだくしょん

OGAWA
配給：IMJエンタテイメント

OGAWA
東銀座出版社，2006

OGAWA
新潮社「週刊コミックバンチ」，2008



「党生活者」『中央公論』1933.4-5



萩原恭次郎 1925

高橋新吉 1923

私の詩をデカダンの如く思ふ者、それ自身が
一つの嘲笑はるべき近視眼だ！

DADAは一切を断言し否定する

アナキスト詩



1930

1929 1930



橫光利一「頭ならびに腹」
『文藝時代』1924.10

• 真昼である。特別急行列車は満員のまま全
速力で駆けてゐた。沿線の小駅は石のやう
に黙殺された。

新感覚派

文藝時代 1924.10-1927.5



千葉亀雄「新感覚派の誕生」
『世紀』1924.11

• 文壇が動いてゐる。若しくは動いて居ない。
• 現実を、単なる現実として表現する一面に、ささやか
な暗示と象徴によって、内部人生全面の存在と意義を
わざと小さな穴からのぞかせるような、微妙な態度の
芸術が発生するものも自然の約束なのである。（略）
そうして彼等が、そうした芸術の傾向に、特殊な悦び
を感ずるのは、彼らの心理機能が、何よりも気分や、
情調や、神経や情緒やに最も強い感受性を持つから
であり、そしてそれは、文化の芸術が、当然そこまで
に導かるべき内部生命を持つからである。

• いわゆる「文藝時代」派の人々の持つ感覚が、今日ま
で表れたところの、どんなわが感覚芸術家よりも、
ずっと新らしい、語彙と師とリズムの感覚に生きて居
るものであることはもう議論がない。



片岡鉄兵「若き読者に訴ふ」
『文藝時代』1924・12)

もしその文章が感覚的に成功したら― 渾身の感覚
が,物の「動」の状態の上に溌溂と生動したらその
文章は読者の同様の感覚を,幻想されたる物の状
態の上に溶合せしめずには措かない。読者の感
覚は― 理想的の場合は渾身の感覚が― 作者と
共々に,一つの物の状態の内に,状態の底に,状態
の上に,生命を得るのである。読者の事は姑く措
く。斯のやうに作者の感覚が物と共に溶合して生
きることは,その瞬間に第二の生活の始まる事を
約束するのは云ふまでもない。



吉行エイスケ

横光利一 1930

1926

新興芸術派

1930

エロ
グロ

ナンセンス



「私」の多重化

• ドッペルゲンガー
• 見る私／見られる私
• 「鏡」というモチーフ

• →橫光利一『純粋小説論』1935
• 太宰治



芥川龍之介「二つの手紙」
『黒潮』1917.9



梶井基次郎「Ｋの昇天」
『青空』1926.10



まとめ

• 関東大震災後の再編
• 大衆文学の勃興
• 論争の時代
• 立場や方向性の差異が剥き出しに
• 共通性：既存の体系の破壊
• 多重化してゆく自己





プロレタリア文学資料集・年表、新日本出版社




